
山形県河北町 井上 奈緒子

【年 齢】
27歳

【出身地】
兵庫県

【転出元】
東京都

【前 職】
会社員

【活動時期】
R４.４～ R７.３

転職のタイミングで、地域と関わる仕事がしたい、と思ってお
り、たまたま出会った方が「かほくらし社」の方でした。初めて
河北町に来た時に、小さい町にも関わらず、多種多様なフ
ルーツと高付加価値のイタリア野菜、つや姫を代表とするお
米、ご当地グルメの冷たい肉そば、日本一の生産量を誇る
スリッパなど、様々な事業者の方がこだわりと熱意を持って生
産に取り組む姿勢に惹かれました。そこに自分も何かお役に
立てないかと考えました。

町内の様々な事業者さんへ足しげく通いながら、密にコミュ
ニケーションをとり、ECサイトを通して少しでも販路拡大に役
立てるようにしたいです。また、ECサイトのコンテンツを充実
化させるべく、口コミ（レビュー）などの新しい機能の追加や、
地域商社だからこそできる異なる事業者のセット商品の企
画などを進め、売上向上に努めたいです。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

活動内容基本情報

●地域商社ECサイト運用

河北町のこだわりの品々を取り扱うECサイト
です。ECサイトで販路拡大したいがなかなか
予算がとれない、手が回らない地域の事業
者さんが多い中、そのお手伝いができればと
思います。具体的には、商品の物撮りから、
取材、セット商品企画に取り組んでいます。

●ふるさと納税の商品企画、営業
かほくらし社が取りまとめる、河北町のふるさと
納税の返礼品を企画することも担当していま
す。現在は、河北町の商品の取り扱いがある
レストランで使用できるお食事券のデザインを
一新し、加盟レストランを増やすべく、展示会
などでの営業活動を行っています。

●首都圏での特産品の販売、マルシェ出店

1~2カ月に1度のペースで、様々な場所を借りて、
特産品（特に町産の野菜と果物）の販売を実
施しています。その裏方の発注、梱包などの準備
から、実際の販売まで行い、少しでも多くの方に
河北町の商品を知ってもらうために実施していま
す。
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商品開発・販売



三重県尾鷲市 日下 浩辰

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

活動内容基本情報

●耕作放棄地の再生

耕作放棄地になってしまい元気を失った畑の再生
に取り組んでいます。
新しい栽培方法にもチャレンジして、今後新規就

農者が就農しやすいような魅力ある栽培方法を模
索していきます。

●6次産業化に向けて新商品開発

尾鷲の甘夏を使った加工品を開発することで、歴史
ある尾鷲の甘夏の認知向上を目指します。
認知度が高い、お魚の町尾鷲をイメージしやすいよ

うに、お魚と相性の良い甘夏ドレッシングを23年6月
10日に新発売しました。引き続き甘夏の魅力を伝え
ることができる新商品開発を検討していきます。

●尾鷲特産品としての甘夏の認知向上

尾鷲の甘夏は、就農者数の減少、高齢化問題な
どで、生産量が激減し、若年層にも特産品として認
識してもらえておらず、食文化も消滅しかかっています。
まずは、尾鷲の子供達に、ソウルフルーツである甘夏

を再認識してもらう活動として、地元の小学校にて、
収穫体験を通しての食育をスタートしました。
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農業・林業

【年 齢】
52歳

【出身地】
大阪府堺市

【転出元】
大阪府堺市

【前 職】
商品開発

【活動時期】
R3.1～R7.3

50才までには自然豊かな場所に家族で移住し、自然の中
でできる仕事をずっと探してました。甘夏栽培などの知識は
皆無でしたが、尾鷲を視察させて頂き、風光明媚な場所に
ある甘夏畑に魅了されました。また、歴史はあるが、栽培量
が少なく市場に出回らない希少価値の高さに魅力ある商品
であると感じ尾鷲の甘夏文化を守りたいと思いました。新し
い農法、6次化などで尾鷲の甘夏を活性化していくことに魅
力を感じました。

耕作放棄地になっていた甘夏畑を再生させ、就農人口の
減少、高齢化問題を解決すべく、約60年続く甘夏栽培の
歴史を繋いでいく為に、甘夏栽培の新しいアプローチや尾鷲
の農業を盛り上げていける中心的な役割ができる人材にな
りたいと考えています。任期後は、継続して甘夏栽培を軸に、
収益をUPさせる為に、甘夏を使って新しい商品開発を行い、
小規模メーカーを目指します。また、天満地区の活性化を
考え、耕作放棄地を活用した、人が集えるような観光農園
的な事業をすることが目標です。



○ 産官学金労言の連携により、地域の資源と資金を活用した地域密着型事業の創業・第二創業・新規事業立ち上げを支援。
○ 新たに「女性・若者活躍」に関する事業を重点支援。

民間事業者等の初期投資費用

自己
資金等

公費による交付額 ※

国費

地域金融機関による融資等
（原則、無担保融資）

地方費 ・ 公費による交付額以上

事 業 ス キ ー ム ・ 地域密着型（地域資源の活用）
・ 地域課題への対応（公共的な課題の解決）
・ 地域金融機関等による融資等
・ 新規性（新規事業）
・ モデル性

 対象経費は、
 ・施設整備費
 ・機械装置費
 ・備品費

※ 上限2,500万円。
融資額（又は出資額）が公費による交付額の1.5倍以上2倍未満の場合は、上限3,500万円。2倍以上の場合は、上限5,000万円

支援対象

ロ ー カ ル 1 0 , 0 0 0 プ ロ ジ ェ ク ト 等

ハウス内環境制御と木質バイ
オマスエネルギーを活用した
菌床しいたけ栽培による地域
経済循環創出事業

岩 手 県 久 慈 市

富士の麓の小さな城下町都
留市
織物業再興×ふるさと納税活
用プロジェクト

山 梨 県 都 留 市

循環型醸造事業
～Ferment Base〜

長 野 県 佐 久 市

ぶりと茶どころ
鹿児島活性化事業

鹿 児 島 県 長 島 町

事 例

R7当初予算額（案）：地域経済循環創造事業交付金 615百万円
R6補正予算額：地域経済循環創造事業交付金 等 2,110百万円

（R6当初予算額：地域経済循環創造事業交付金 600百万円の内数）

ネ ッ ト ワ ー ク づ く り の 推 進

ローカルスタートアップ等のための地域のネットワークづくりを推進するため、中間支援組織と自治体とのマッチングセミナー等を開催

歴史文化の港町・美保関の
古民家を活用した宿泊施設
とレトロなBAR整備事業

島 根 県 松 江 市

うだつの町並み周辺古民家
等活用支援事業

徳 島 県 美 馬 市

※条件不利地域かつ財政力の弱い市町村
の事業は国費2/3, 3/4

・「デジタル技術」   国費3/4
・「ローカル脱炭素」国費3/4
・「女性・若者活躍」国費3/4【新規】

原則 1/2

重点支援（嵩上げ）
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ロ ー カ ル 1 0 , 0 0 0 プ ロ ジ ェ ク ト の 予 算 額 の 増 額 に つ い て

○ スタートアップ育成５か年計画の取組等による新規事業創出への経営者のマインド改善や物価高騰の影響でプロジェクトによる支援ニーズは高まっている
○ このような中、自治体・金融機関向けの広報からエンドユーザーとなる事業者向けの広報を強化することで大幅に案件の掘り起こしが実現
○ 相談・申請件数は大幅に増加し、８月申請時点で令和６年度当初予算分及び令和５年度予算繰越分は執行の見通し
○ 相談・申請件数を踏まえ、地域課題の解決につながる新規事業の事業化を加速させるため、予算額を増額

54 45
35 42

41

43 42 41

130

377

336

243

346

0

50

100

150

200

250

300

350

400

月次相談件数 年度間比較

相談件数（23年度～）

4 1 0 
3 1 2 1 

4 3 
4 6 5 

11 
15 

4 5 5 8 9 11 12 
16 19 

23 

6 11 

22 

37 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

月次申請件数数 年度間比較

月別申請件数（ 23年度） 月別申請件数（ 24年度）

累計申請件数（ 23年度） 累計申請件数（ 24年度）

13



ロ ー カ ル 1 0 , 0 0 0 プ ロ ジ ェ ク ト  北 海 道 長 沼 町
「 マ オ イ の 丘 公 園 「 食 の 交 流 拠 点 」 地 域 食 材 活 用 チ ャ レ ン ジ 事 業 」

こ ん な 方
に オ ス ス メ

こ ん な 方
に オ ス ス メ

令 和 ３ 年 度 採 択

事業背景
●25年間何も変わらない形で運営してきたことから道内道の駅の中で

も有数の入込客数があるにも関わらず、施設及び運営への顧客満足
度が低く、客数に対し商品売上額及び客単価も極端に低い。

●冬季間に入込が減る北海道に典型的な夏型の入込パターン。閑散
期となる冬場の入込確保は大きな課題。

●道の駅エリアへのホテルの開業、道央圏連絡道路・南長沼ランプの開
通、北海道ボールパークの開業で誘客のチャンス！

事業実施者
株式会社キャメル珈琲
自治体・金融機関の支援内容
●公費による交付額：48,000千円
国費（地域経済循環創造事業交付金）：32,000千円
地方費：16,000千円
●北海道銀行による融資：100,000千円

地域への貢献

●リニューアル施設の連動により
滞留時間の増加に伴う地元
農業者や事業者の収入増と
長沼町での食関連の創業機
運の向上

●キャメル珈琲のメイン客層であ
る20～50代女性という今まで
訪れなかった客層の交流人口
の増加。

●トイレ休憩場所から食・人の交
流拠点化を果たし観光の目的
地へ

取組内容
●農産物直売所の移転・建替、広場の拡張、キッチンカーゾーンの新

設、レストランへのピザ窯の導入、スイーツ工房の新設、暖炉ラウンジ
の整備を行い、施設内滞留時間の増加を図る。

●キャメル珈琲は、食の会社である強みを生かし、地元食材の魅力、
付加価値を高め、情報発信も行うことで、キャメル珈琲のファン層へ
の訴求も図る。

●民間事業者がチャレンジできる空間を整備することにより、エリア内に
活気を生み出す。

既存の農産物直売所 暖炉ラウンジイメージ スイーツ工房イメージ 14



ロ ー カ ル 1 0 , 0 0 0 プ ロ ジ ェ ク ト  香 川 県 小 豆 島 町
フ ー ド ロ ス 削 減 、 空 き 家 活 用 に よ る 瀬 戸 内 産 海 産 物 、 農 畜 産 物 加 工 食 品 の 製 造
お よ び E C 販 売 事 業

こ ん な 方
に オ ス ス メ

こ ん な 方
に オ ス ス メ

令 和 5 年 度 1 2 月 採 択

事業背景
●小豆島において都市部へ人口流出に歯止めがかからず労働人口減

少、高齢化が顕著となっており、空き家（古民家）も点在している。
●地域資源を生かした小豆島ブランドの確立を推進する必要があり、地

域資産の連動が課題となっている。
●一次産業（漁業・農業）における規格外品、廃棄原料が発生して

おりフードロス削減の観点からの再利用が課題となっている。

事業実施者
小豆島ファクトリー合同会社
自治体・金融機関の支援内容
●公費による交付額：7,776千円
国費（地域経済循環創造事業交付金）：5,184千円
地方費：2,592千円
●香川銀行による融資：7,900千円
【初期投資】
薄焼せんべい製造用 高圧縮熱板プレス機、製造施設改築整備費

地域への貢献
●空き家の事業利用のモデルケース

となれば、移住者を中心とした小
規模創業を目指す人々への創
業支援、移住支援、空き家活用
の3つの効果が期待できる。

●地元漁業・農業者や事業者との
連携により、地場産品の販売や
活用が広がり、小豆島ブランドの
ＰＲや観光振興に繋がる。

●漁業、農業従事者との連携から、
規格外品、廃棄原料を使用した
加工品の創出によりフードロス削
減および一次産業生産者への貢
献につながる。

取組内容
●空き家（古民家）をリノベーションし、加工食品製造所及び事務所を整

備。
●地元事業者等と連携し、瀬戸内産の海産物（いわし、えび等）を使用

した新たな加工品や地元農畜産物の加工食品製造販売事業を展開す
ることで、小豆島のブランドを積極的に発信する。

●地元農畜産物加工品の原材料には、地元産品の廃棄対象品や廃棄
対象部位、規格外品を使用することで、フードロスも削減。

空き家 製造設備改築イメージ 商品イメージ 15



ロ ー カ ル 1 0 , 0 0 0 プ ロ ジ ェ ク ト  徳 島 県
「 滞 在 型 宿 泊 施 設 構 築 に よ る 世 界 農 業 遺 産 「 に し 阿 波 の 傾 斜 地 農 耕 シ ス テ ム 」 の 伝 承 」

こ ん な 方
に オ ス ス メ

こ ん な 方
に オ ス ス メ

令 和 ５ 年 度 採 択

事業背景
●家賀集落は３～４世紀に全国各地に農業などを伝えた「阿波忌部族」の拠点

であり、世界農業遺産である「にし阿波の傾斜地農耕システム」を継承してきたが、
年々過疎化が進み、耕作放棄地や荒れた山林が増えつつある。

●家賀集落の伝統農法を後世に伝えるべく、藍染め職人やツアーガイドらの有志が、
「家賀再生プロジェクト」が結成し、地域の維持保全に取り組んできた。

●徐々に自社農園を作る企業なども現れ、外国人や学生などが訪れる地域となっ
ているが、その経済効果は限定的で、伝統農法を守る地域の農家の収益増や、
その後継者確保には至っていない。

事業実施者
一般社団法人 忌部文化研究所

自治体・金融機関の支援内容
●公費による交付額：25,000千円
国費（地域経済循環創造事業交付金）：12,500千円
地方費：12,500千円
●徳島大正銀行による融資：25,000千円
【初期投資】 宿泊施設建築

地域への貢献

●観光客の増加やその地域への
滞在時間の増加により地域の
農業及び商業の収益向上に
に繋がる。

●世界農業遺産の保全に繋がる。

●地域内外の交流が活性化さ
れ、移住者の増加・空き家対
策に繋がる。

取組内容
● 「にし阿波の傾斜地農耕システム」を未来へ伝承するため、

 家賀(けか)集落に宿泊施設を整備する。

●伝統農業を学びたい方、外国人、学生などを主な対象として、
 見て、感じて、食べる滞在型「にし阿波の傾斜地農耕システム」
 体験サービスを提供する。

●夏場のスポーツ合宿誘致や、近隣の教育機関への学習の場の提供、地
元産品のPR・販売施設の設置等、関係団体や近隣住民との連携により、
地域内外の交流拠点として展開する。

家賀集落 にし阿波の傾斜地農耕システム 宿泊施設イメージ 関係企業の農場 16



ロ ー カ ル 1 0 , 0 0 0 プ ロ ジ ェ ク ト 愛 媛 県 新 居 浜 市
「 障 が い 者 ・ 高 齢 者 雇 用 に よ る レ ス ト ラ ン 「 は ま ・ く る 」 を ト リ ガ ー と す る 生 涯 現 役 の 村
創 造 事 業 」

こ ん な 方
に オ ス ス メ

こ ん な 方
に オ ス ス メ

生涯現役の村 創造事業特産品を活用した名物グルメ

事業背景
●人口減少と高齢者 の増加による働き手不足
●障がい者の就労意欲と将来の自立
●若い世代の都市部への流出
●地域の名物料理・特産品づくり

事業実施者
株式会社クック・チャム

自治体・金融機関の支援内容
●公費による交付額：40,000千円
国費（地域経済循環創造事業交付金）：20,000千円
地方費：20,000千円
●伊予銀行による融資：80,000千円
【初期投資】 宿泊施設建築取組内容

●障がい者・高齢者雇用の拡大と地元特産品を活用したレス
トランの運営

●障がい者の就労機会を拡大し、将来の自立を実現
●観光業も視野に総合産業へ、若年雇用も実現

地域への貢献

●地産地消レストラン「はま・くる」の運
営をトリガーに惣菜製造（Ａ型）グ
ループホーム、農福連携農園、カフェ
など生涯現役の村を創造

●障がい者・高齢者・若者が共に働く
場所づくり

●新居大島特産 七福芋など特産品を
活用したメニューによる名物グルメ・地
産地消の拡大

令和２年度採択

17



ロ ー カ ル 1 0 , 0 0 0 プ ロ ジ ェ ク ト  岩 手 県 久 慈 市
「 ハ ウ ス 内 環 境 制 御 と 木 質 バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー を 活 用 し た 菌 床 し い た け 栽 培 に
よ る 地 域 経 済 循 環 創 出 事 業 」

こ ん な 方
に オ ス ス メ

こ ん な 方
に オ ス ス メ

平 成 ２ ７ 年 度 採 択

事業背景
●地球温暖化により、猛暑が続くようになり、品質・収穫に与える影響

が大きくなったため、断熱対策だけでなく、冷房設備の導入が必要。
●ハウス内CO２濃度の調整について、生産者の経験と勘により換気調

整を行っていたが、生産量が安定せず、作業環境にも影響が出る。
●東日本大震災の影響で、設備倒壊等による生産不能、福島第一

原発の事故による風評被害による価格の下落が見られる。

事業実施者
有限会社 越戸きのこ園

自治体・金融機関の支援内容
●国費（地域経済循環創造事業交付金）：40,000千円
●みちのく銀行による融資：57,505千円

地域への貢献

●菌床しいたけの生産量増加と
安定供給

●久慈地域のしいたけブランド力
の向上

●新規雇用の創出

●木質バイオマスエネルギーの導
入による未利用材の活用

取組内容
● ICTを活用したハウス内温度、湿度、CO2濃度等の監視制御シス

テム及び低コスト高断熱ハウスを導入し、全国に例のない菌床しいた
け栽培技術を確立するとともに、地域生産者への普及、しいたけの
一大産地化を図る。

●久慈地域の木材の残材等を活用した木質バイオマスエネルギーによ
る熱供給を受けることにより、化石燃料価格の変動に左右されない
安定した経営と環境負荷の低減、エネルギーの地産地消による地域
経済循環システム構築の実現を図る。

導入したハウス 菌床しいたけ生産の様子②菌床しいたけ生産の様子① 18


